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小学部は 1・2年， 3 ・4年， 5 ・ 6 年と 2 学年単位で 4~5 名の教員でケース会を行
っている口年度初めのケース会は偲JjIJの指導計画の中核となる部分「指導の方向性J，r学































0村主光子 杉林寛仁 城戸宏則 佐々木高一 回丸秋穂 )1関健之介
く必要があると考えられた。































































































































































































( 5 )平成 27年度の取り組みと成果
①侶完Ijの指導計麗の PDCAを千活環させる運用の継続




































( 1 )平成 23年度の取り紹みと成果
中学部と同様。










ケース会の目的としては， I f旨導の方向性J I学習上，生活上の手だて・配慮J I自立









































































































































付記:本研究は，平成 23年度に当校独自に組織した「自立活動プロジェクト j を中心と
した学校組織の専門性向上に関する 4本柱の取り組みから， r個別の指導計画の運用に関
すること j の内容を中心に，その取り組みをまとめたものである。
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